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働く 6人のほか，両方での経験がある 4人がいることが分かった．その 4人のデータは，
当事者施設と専門職施設とが分割できるように工夫をして，わからない場合は電話での確
認をしてもらった．当事者施設と専門職施設でそれぞれ 10人分のデータとなった．そこで，


























していると考えられた．よって，学位審査委員会は学位申請者 朝比奈 寛正 氏が，博士（社
会福祉学）の学位を授与される資格があるものと認める．  
 
